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実 用 的 変 温 環 境 と 作 柄

第 2報  蚕座熱利用による壮蚕飼育試験
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1 は  し 力ゞ き

蚕児の壮蚕 (4～ 5齢 )を飼育する場合,一定の温度を

保持するため,低温時には補温する必要がある。その補温

用として主に石油ストープ又は石油温風暖房機等が使用さ

れている現状である。この補温用としての熱源となる灯油

等の節約を図る飼育対策の一つの方法として,アルミハウ

ス等の屋外簡易ハウスを利用して壮蚕飼育する場合の補温

の熱源として,蚕座熱のみの利用で飼育した場合について

検討しようとして,試験を実施した。

2試 験 方 法

試験は昭和55年晩秋蚕期に屋外簡易ハウスの一種「 アル

ミハウス」内で, 1日 2回給与の条桑育を実施した。この

場合蚕座熱を高めるための熱源として,発酵熱即ち堆肥熱

を利用することとし,材料として,手近にあり,安 く調達

できるわらと鶏ムんを用いた。また,鶏ふんは運搬が簡易

で仕込み作業も容易で,しかも発酵を早くするために半乾

燥鶏ふんを使用した。使用量は 1″ 当たり,わ ら約 8切を

5～ 6昴 の長さに切断し,鶏ふん約10りを混ぜ合わせ,水

約60ι をかけて押し固め,ポ リビニールの袋で包み,これ

を被覆区とし,また,同様な仕込みで包まないものを無被

覆区として,放蚕 2日 前に仕込みをして,放蚕時にその上

にそれぞれ蚕座紙を敷いて,蚕を移した。更に対照区とし

て,夜間に石油ストーブ (サ ンエムセーフティ2型 )を使
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用し,補温した補温区と石油ストープを使用しない無補温

区を設けた。なお,蚕品種は錦秋 X鐘和を供試した。その

実施条件は表 1の とおりである。

被覆区及び無被覆区の温度測定は,蚕座上の表面部,堆

肥の上の上部,堆肥の中の内部及びハウス内とし,給桑時

ごとに行った。また,湿度と002量は 1～ 3日 間隔で,給

桑直前時に測定した。

3試 験 結 果

(1)表面部の温度では,被覆区,無被覆区とも4齢期の

測定 2日 日で,被覆区で345C,無被覆区は340℃ の高温
が測定され,ハ ウス内温度に比較して 2～ lllC高 く30℃以

上の高温が続いた。

(2)5齢期の被覆区では最高温度で28℃ ,最低温度で2113

℃と20～∞℃内の温度が保持されていた。

(3)上部と内部温度は 4齢 5日 目に被覆区315℃ ,無被

覆区445Cの最高値を示し,その後次第に両区とも温度の

低下が見られたが,無被覆区では 5齢 6日 日まで上部が高

い傾向で推移し, 7日 目から内部温度は 1～ 5℃ 差で逆に

高くなった。

(4)被覆区は反対に, 5齢 3日 目までは内部が高いが,

4日 目以後は 4～ 12Cの差で上部が高い傾向を示した。し

かし,全般から見ると,放蚕時から上族時まで終始表面か

ら内部に至るに従って高い傾向が示された。

{5)ハウス内温度と表面部温度の関係は,直接影響を受

け易いものと思われたが,両区で, 4, 6齢 とも4日 目ま

ではその影響が少なく, 5齢 5日 目からその影響が表われ

て来た。

(6)002発生量は, 5齢中期に被覆区の内部で07%,

無被覆区の内部で06%の最高値を測定したが,両区間に

大差がなく,また表面部では02%で ,蚕児に対する生理

的悪影響は無いものと考えられる。

(7)4～ 5齢の飼育日数は,4齢で無被覆区が最も短く,

補温対照区,被覆区の順で続き無補温区が最も長かった。

5齢では,補温対照区が最も短く,被覆区,無被覆区と続
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調育飼表 3気外表 2

き無補温区が最も長かった。このように 4～ 5齢の経過日

数では,無被覆区と補温区がほぼ同じであり,被覆区,無

補温区は約 1日 間遅延した。

(8)減蚕は無補温対照区が最も少なく,次いで被覆区,

補温対照区と続き,無被覆区は多かった。なお,無被覆区

は 4齢催眠時から5齢鋼食時にかけて,軟化型の死蚕が若

千発生した。

(9)収繭量は,被覆区,補温区,無補温対照区には大差

がみられなかったが,無被覆区のみやや少なかった。

10繭質は,被覆区,無被覆区,補温対照区には優劣の
大差が認められないが,無補温対照区のみやや劣った。

以上のことから,蚕座熱利用も省エネルギー飼育の一方

法であると考えられるが,発酵熱を利用した場合の無被覆

については,熱源としての持続性があり,補温面から見た

場合には有利であるが,4齢眠中に死蚕が発生して減蚕が
多くみられたことと,その欠点として臭気が甚「_7し く衛生

面等から考えると, これを実用化するには困難と思われる。

一方,被覆区は, 4齢期の高温のコントロール方法,適温

の持続性,衛生面等から今後改善することにより利用の可

能性があるのではないかと推察される。

また,壮蚕時簡易ハウスで飼育する場合は,補温をする

と効果が認められた。
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